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０１講座　「政治と選挙」 5 02講座　「川越鉄砲隊」 7

この国を 権利行使で 変えてゆく 深いなー　知識も実技も　図書
ズショノ

助
スケ

政治家を 選ぶ責任 我にあり  鎧好き　高じた果てが　鉄砲大将
国家予算 借金ふくらみ 税値上げ  弾こめに　身震いするも　スズメたち
春来れど そっと芽を出す 消費税 図書助　いざ出陣の　赤兜　
比例とは、惜敗率で、返り咲き 飛び道具　鉄砲扱う　苦労知る

いにしえの、武士と見まがう、鉄砲隊
かっこよい　火縄銃の　鉄砲隊

03講座　「お箸作り」 6 04講座　「広報制作」 4
 ペーパーで　削っただけで　箸できた　 苦心談　聞いて市報が　近くなり
質朴な　漆の箸に　大満足 月二回　広報の苦労　思い知る
箸の木を　削り過ぎたか、棒になり 広報の　配布予算に　驚愕し
マイ箸を　常に携帯　食べ歩く 広報は　市民参加を、呼びかけて
マイ箸を　自分で作る　喜びを
上塗りが　箸でよかった　恥じかかず

05講座　「高麗郡建郡」 7 06講座　「社会見学」 11
 北条の　最後に殉じた　高麗の武士　 復元に　明治の息吹　ここにあり　

 韓ドラで　高麗
コ リ ョ

も高句
コ グ

麗
リ ョ

も　なじみです 地元みん　笑顔と金でつる　先生方　

高麗郡に　日本のルーツ　垣間見る 老人も　記念撮影　二重橋　
高麗郡の　歴史知り　わが友よ ちょっと待て！吞み屋の予約が　先決だ　
我が先祖、渡来人かも、こうらいの 千代田区に　明治の薫り　ここかしこ
深々と　千年の歴史　コマ神社 誓います 胸のバッジと 議事堂に
深々と　千年の歴史　こまの杜 帰りたい 日本の母を 思う日々

我が娘 一度だけでも この胸に
さん然と 旺時をしのぶ 東京駅
国会の　議場眺め　思い寄せ
猛暑日や、大人の遠足、首都見学

07講座　「折り紙」 8 08講座　「ベトナム」 5

紙を折り　ボケを忘れ　年をとる　 栗栖
ク リ ス

さん　絵に描いたような　夫婦旅
歳おいて　動かぬ指で　おりがみを インドシナ　戦火も癒えて　皆笑顔　
折り紙の　折り方習うも　直ぐ忘れ 異境での　一人旅の勇気　感動す
見て聞いて　手ほどきされて　やっとでき 異国での　話を聞きて　我そこに
折り紙は 三日坊主で 棚のすみ 一人旅、ガイドブックも、よれよれに
折り紙も、折るだけでない、コバトン君
なんぎして　折り紙折るや　小鳩君
子供向け　それでも動かぬ　指先が

9講座　「江戸しぐさ」 5 10講座　「企業買収」 5
おもてなし　人をつなぐも　江戸しぐさ　 買収の　思惑うず巻く　舞台裏　
江戸しぐさ　果ては老人の　お説教　 小説の　ネタになりそな　裏話　
江戸しぐさ　我が認識は　別にあり 今だから、さめて話せる、この話
江戸しぐさ、粋な傘では、無かったよ 今日からは　別の会社の　社員なり
江戸しぐさ　日本の心　思い遣り 会社員　明日から転じ　小説家

11講座　「歌舞伎見学」 5 12講座　「御岳山」 6
深みある　伝統守る　男衆　 こんにちはの　その一言で　元気付く
見物も　共に首振る　鏡獅子　 ハイキング　運動不足が　影響し
国立の　劇場入りて　満足し 御岳山、一気に登る、やまおやじ
敦盛は、生きているやら、死んだやら 山登り　急な登りに　息絶え絶え
初めての　歌舞伎見物　心奪われ たまにはね　山の空気も　いいもんだ

御岳山　げんきオヤジに　乾杯だ
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13講座　「龍勢まつり」 7 14講座　「ｲﾝﾄﾞﾅｼｱ」 6
青い空　豊作祝う　舞い姿　 アンクルン　竹の楽器に　桜咲く
青空へ　夢を託して　龍勢を　 国離れ　竹の音色に　魅せられし　
打上げの　時だけ止まる　箸・コップ　 名細に　鳴るやジャワの　竹楽器
龍勢の　成功してよと　見る櫓 たくましさ　華僑女性の　語り口
龍勢を、上げる情熱、よしだびと ﾃﾆｰさん、明るく奏でる　ｱﾝｸﾛﾝ
ロケットが　祈りをのせて　天めざす かんたんに　合奏できる　アンクロン
ゆうゆうと　秩父の空に　龍泳ぐ

15講座　「川越案内」 8 16講座　「ｲﾝﾄﾞと仏教」 4
川越の　勝手知ったる　異国人　 インダスの　古代知るや　謎の域
地ビールの　立ち呑みで締める　名ガイド　 インド史で、歴史の重み、更に知る
外人に　故郷教わる　ふがいなさ 仏教と　インドの歴史は　奥深い
我が町を　案内されて　知の処 カーストの　根源知りたり　名講話
ヤオコーの、もてなしおはぎ、一休み
外人の　ガイドで巡る　川越の街
川越の　歴史語るは　ドイツ人
川越を　外国人に　導かれ

17講座　「漆塗り」 3 18講座　「ビリヤード」 6
 箸つくり　うまく出来たが　腕かぶれ 下手だなー　突いても突いても　点とれず　
漆塗り　心配事が　的中し またはずす　次もはずして　またはずす　
漆塗り、かぶれて見たい、人並みに 新年の　願掛けも　的外れ　

ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ、ハスラー気取るも、玉落ちず
我が玉が　一番最初に　穴に落ち
ビリヤードの　玉打つ手さえ　ままならず

19講座　「味噌作り」 14 20講座　「蕎麦うち」 9
美佳ネエに　心あつあつ　寒仕込み　 そば打ちは　捏ねて丸めて　伸ばし切る　
味噌談義　華が咲く咲く　新八と　 外吹雪　それでも我らは　そばを打つ　
苦労して　こねたが味は　半年後 若人と　世代を繋ぐ　手打ちそば　
味噌作り 発酵まてず 舌つづみ 不揃いの　そば切り腰が　まとまらず
半年後　仕上がり味噌に　期待して　 そば打ちの　難しさ感じ　再挑戦
味噌作り、丁寧にやる、それがミソ 蕎麦打ちも、慣れたものだよ、ゆうゆうびと
ゆうゆうの　手作りの味　手前味噌 ゆゆうの　手作り蕎麦に　舌鼓
豆煮捏ね　味噌の楽しみ　半年後 慣れぬ手で　打ったそばにも　満足顔
味噌つくり　ブランド品も　真っ青だ！ 大雪に　背中押されて　そばを打つ
美味しいぞ　世界に一つ　手前みそ
割烹着　着て味噌作ればと　妻は言い
年度別　一味違う　手前味噌
困ったな　Ｓ細胞に　味噌が付き
味噌作り　こねかたヒトツ　そこがミソ

21講座　「水道の話」 5
一ひねり　元は荒川　利根川か
飲み水の　管理の技の　多きかな
水管理、５０の検査、懸命に
水質の　検査にも出てくる　ＰＰＭ
水道橋　博士と呼んで　発表者
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